


















第 7章  
「民族」を使いこなす 
―「脱政治化」論と「民族」の政治論的転換について 


































































































































































































































































































確定を行った。1953 年に第 1 次人口調査が行われた当初，少数民族を自称・
他称する人々の自主的な登記が進められた。その結果，各人が自己申請した
「少数民族」のカテゴリーは総計 400 民族以上にも上った（横山 1997: 186; 
加々美 2008: 99; Mullaney 2011: 32-39）。この 400 余りの「少数民族」を調査・
分析し，1954 年には 38 の「民族」を，1965 年に 15 の「民族」を，さらに


























































































2009 年 7 月 5 日に新疆ウイグル自治区のウルムチで発生したウイグル族と
漢族との武力衝突は記憶に新しいであろう。事件の詳しい背景はほとんど分
かっていないが，広東省のおもちゃ工場で発生したウイグル族と漢族との乱























































































































































































































































































































































Mullaney, Thomas S. (2011) Coming to Terms with the Nation: Ethnic 






























Gladney, Dru（1996）Muslim Chinese: Ethnic Nationalism in the People’s Republic. 
Cambridge: Harvard University Press (Second edition). 
本書は中国の回族というエスニックなアイデンティティの生成を論じ
た，人類学的な中国民族論の古典である。グラドニーは，寧夏回族自治
区，北京市，河北省および福建省という四つの地域の回族コミュニティ
を調査し，それぞれの地域で回族が自らのアイデンティティを表明する
準拠枠組みが異なっていることを見出した。その違いについては本書を
一読していただくとして，そうした違いにもかかわらず何故彼らが統一
した「回族」アイデンティティを有し得ているのかが重要である。グラ
ドニーは次のように分析する。つまり，元来個別でローカルな文脈のも
のでのみ意味を有していた回族性が，中国政府の民族政策とそれぞれ個
別に弁証法的な関係を持ったことにより，アイデンティティの統一性が
生じることになったのだ。エスニックなアイデンティティと，政府の民
族政策との密接な関係を指摘しており，すでに出版から 15 年以上の歳
月を経ているが，今日でも十分読むに値する著作であろう。 
